参考様式
技術提案書（内容）
企画提案者：
１　事業の概要

（１）事業名

　　　「現場フィールド活用型イノベーション推進事業」の技術導入・改良業務
　　　（テーマ名：気候変動に打ち勝つトマトの裂果防止ツール）
（２）必要経費

　　　○○○○○○○○○○　円(消費税及び地方消費税を含む)

２　提案する技術の内容等
（１）既往の技術・事成果等
事業実施目的・背景を踏まえて、現時点で本事業に関連して貴社が有する既往の技術・成果（論文、特許権等）を、簡潔に400文字程度で記載してください。
（２）既往の技術・成果をベースとした事業実施目標及び内容
貴社が有する既往の技術・成果をベースにして、本事業で行おうとしている事業実施目標及び事業実施内容について、以下の項目例を参考に記載してください。
＜項目例＞

・既存技術の改良の場合はその概要
・試験設計と方法

・導入効果、目標

・実用化に向けた考え方、実際の販売価格の見込み等

ア　実施目標
イ　事業実施内容
（３）事業実施成果を社会実装するための計画の内容
本事業の成果をどのようなビジネスモデルで事業化していくのかについて、現時点での想定を記載してください。
その際に以下の点を盛り込んで記載して下さい。
・事業の推進体制とその構成員のスキルと役割
・ターゲット市場や顧客のペインの解決策、技術シーズの概要、先行する類似技術（他社製品）の状況（追従可能性等）とそれに対する優位性等
・調達、加工、流通及び販売等のサプライチェーンや収益モデル、ターゲット市場の規模と今後の市場動向、想定獲得シェア等
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※１　青文字の記入要領、記入例は削除して提出してください。
※２　事業実施課題の全体像が体系的に分かるように、イラスト・写真・図表などを用いて、参考様式の「（２）既往の技術・事業実施成果をベースとした事業実施目標及び内容」「（３）事業実施成果を社会実装するための計画の内容」を中心に、事業化に向けた簡潔なフロー図を作成してください。
※３　Ａ４用紙１枚にまとめてください。必要に応じて用紙を横長に使用しても構いません。
　　具備すべき項目
　　　〇事業実施の達成目標（解決すべき課題と事業実施期間終了時の明確な目標）
　　　〇事業実施内容の概要
　　　〇役割と県との連携関係
〇全体のスケジュール
※下記の内容について記載されていれば、提案書の様式は問いません。


※A４両面１０枚まで（縦・横どちらも可）。


※青文字の記入要領、記入例は削除して提出してください。
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